
剤型 使用量・使用方法 回数
経過日数
（日）

農作物
試験圃
場数

試験条件
最大残留量（ppm）注1）

【トリフロキシストロビン】

7,14 圃場A: <0.01
7,14 圃場B: <0.01
3,7,14,21
,

圃場C: <0.01

7,14 圃場A: <0.01
7,14 圃場B: <0.01
3,7,14,21
,

圃場C: <0.01

40, 49,
55, 63,

圃場A: <0.02

63 圃場D: <0.02
53 圃場E: <0.02
63 圃場A: <0.02
62 圃場B: <0.02
62 圃場C: <0.02

注2）(#)これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。なお、適用範囲内で実施されていない作物残留試験については、適
用範囲内で実施されていない条件を斜体で示した。

注1）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最
大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留量。（参考：平成１０年８月７日付「残留農薬規準設
定における暴露評価の精密化に係る意見具申」）
　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合にのみ最大残留量が得
られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留量が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（ ）内に記載した。

4

4
各回製剤約0.28 kg/ha

(0.141 kg ai/ha)
・散布(少水量)

※　トリフロキシストロビン本体及び代謝物Bをトリフロキシストロビンに換算したものの和。

50%顆粒水和剤

4

450%顆粒水和剤
各回製剤約0.28 kg/ha

(0.141 kg ai/ha)
・散布(慣行水量)

アーモンド

3

3

ピスタチオ

3

3 50%顆粒水和剤
各回製剤約0.28 kg/ha

(0.141 kg ai/ha)
・散布(少水量)

50%顆粒水和剤
各回製剤約0.28 kg/ha

(0.141 kg ai/ha)
・散布(慣行水量)



農薬名 トリフロキシストロビン （別紙２）

参考基準値
基準値 基準値 登録 国際 外国 作物残留試験成績等

食品名 案 現行 有無 基準 基準値
ppm ppm ppm ppm ppm

米（玄米をいう。） 2 1.6 5※

小麦 0.2 0.2 0.2
大麦 0.5 0.5 0.5

ライ麦 0.05 0.05 0.05 EU
【<0.01-0.05(n=4)

(EUﾗｲ麦)】

とうもろこし 0.05 0.05 0.02 0.05 ｱﾒﾘｶ
【<0.020(#)(n=27)
(米国とうもろこし)】

その他の穀類 0.05 0.05 0.05 ｱﾒﾘｶ 【<0.02(n=12)(米国えん麦)】

大豆 0.08 0.08 0.08 ｱﾒﾘｶ
【<0.01-0.06(n=20)

(米国大豆)】

らっかせい 0.05 0.05 0.02 0.05 ｱﾒﾘｶ
【<0.02(#)(n=17)

(米国らっかせい)】

ばれいしょ 0.04 0.04 0.02 0.04 ｱﾒﾘｶ
【<0.02(#)-0.066(#) (n=15)(米

国ばれいしょ)】

てんさい 0.05 0.05 ○ 0.05

<0.02(#) / <0.02 / 0.010,
<0.005, <0.005 / <0.005,

<0.005

だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.1 0.1 0.1 ｱﾒﾘｶ
【<0.02-0.12(n=12)
(米国ﾗﾃﾞｨｯｼｭ)】

かぶ類の根 0.1 0.1 0.1 ｱﾒﾘｶ 【米国ﾗﾃﾞｨｯｼｭ参照】

西洋わさび 0.1 0.1 0.1 ｱﾒﾘｶ 【米国ﾗﾃﾞｨｯｼｭ参照】

はくさい 0.5 0.5 0.5 韓国
【0.17(#)/0.23(#)
(韓国はくさい)】

キャベツ 0.5 0.5 0.5
芽キャベツ 0.1 0.1 0.1
カリフラワー 0.5 0.5 0.5
ブロッコリー 0.5 0.5 0.5

ごぼう 0.1 0.1 0.1 ｱﾒﾘｶ 【米国ﾗﾃﾞｨｯｼｭ参照】
サルシフィー 0.1 0.1 0.1 ｱﾒﾘｶ 【米国ﾗﾃﾞｨｯｼｭ参照】

その他のきく科野菜 4 3.5 3.5 ｱﾒﾘｶ 【米国ｾﾛﾘ参照】

ねぎ（リーキを含む。） 0.7 0.7 0.7

にんにく 0.05 0.05 0.05 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ
【<0.05(#)(n=3)

(ﾌﾞﾗｼﾞﾙにんにく)】

アスパラガス 0.07 0.07 0.07 ｱﾒﾘｶ
【<0.05(n=7)

(米国ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ)】

にんじん 0.1 0.1 0.1 0.1 ｱﾒﾘｶ
【<0.02-0.06(n=10)
(米国にんじん)】

パースニップ 0.1 0.1 0.1 ｱﾒﾘｶ

セロリ 4 3.5 1 3.5 ｱﾒﾘｶ
【0.20(#)-1.6(n=9)

(米国ｾﾛﾘ)】

その他のせり科野菜 4 3.5 3.5 ｱﾒﾘｶ 【米国ｾﾛﾘ参照】

トマト 0.7 0.7 0.7

ピーマン 0.5 0.5 0.3 0.5 ｱﾒﾘｶ
【0.03-0.14(n=6)
（米国ﾋﾟｰﾏﾝ）】

なす 0.5 0.5 0.5 ｱﾒﾘｶ
【米国ﾄﾏﾄ,ﾋﾟｰﾏﾝ,
とうがらし参照】

その他のなす科野菜 2 2.0 2.0 韓国 【1.29（韓国とうがらし)】

きゅうり（ガーキンを含む。） 0.7 0.7 ○ 0.3 0.268, 0.2

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 0.3 0.3
しろうり 0.3 0.3 0.3
すいか 0.3 0.3 0.3
メロン類果実 0.3 0.3 0.3
まくわうり 0.3 0.3 0.3
その他のうり科野菜 0.3 0.3 0.3

未成熟いんげん 0.5 0.5 0.5 EU
【0.09-0.59(n=12)

(EUさやいんげん)】

えだまめ 0.08 0.08 0.08 ｱﾒﾘｶ 【米国大豆参照】

その他の野菜 4 3.5 3.5 ｱﾒﾘｶ 【米国ｾﾛﾘ参照】



農薬名 トリフロキシストロビン （別紙２）

参考基準値
基準値 基準値 登録 国際 外国 作物残留試験成績等

食品名 案 現行 有無 基準 基準値
ppm ppm ppm ppm ppm

みかん 0.5
なつみかんの果実全体 0.5 0.5 0.5
レモン 0.5 0.5 0.5
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.5 0.5 0.5
グレープフルーツ 0.5 0.5 0.5
ライム 0.5 0.5 0.5
その他のかんきつ類果実 0.5 0.5 0.5

りんご 3 3 ○ 0.7 1.20, 0.813

日本なし 5 5 ○ 0.7
西洋なし 5 5 0.7 1.94

マルメロ 0.7 0.7 0.7
びわ 0.7 0.7 0.7

もも 0.2 0.2 ○ 3 <0.02, 0.04

ネクタリン 3 3 ○ 3
あんず（アプリコットを含む。） 5 3 申 3 （うめ参照）

すもも（プルーンを含む。） 3 3 ○ 3
うめ 5 3 申 3 0.88, 2.86($)

おうとう（チェリーを含む。） 3 3 ○ 3

いちご 0.2 0.2 0.2

ぶどう 5 5 ○ 3 5 EU
【0.12(#)-2.24(#)(n=20)

(EUぶどう)】

かき 1 0.5 申 0.42, 0.36

バナナ 0.5 0.5 0.05 0.5 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

【0.018-0.36(n=6)
(豪州ﾊﾞﾅﾅ(無袋))】

【<0.010(n=6)
(豪州ﾊﾞﾅﾅ(有袋))】

キウィー 0.02 0.02
【<0.02(#)-0.06(#) (n=7)
(ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞｷｳｨｰ)】

パパイヤ 0.7 0.7 0.7 ｱﾒﾘｶ
【0.07-0.28(n=4)
(米国ﾊﾟﾊﾟｲﾔ)】

グアバ 0.05 0.05 0.05 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ
【<0.05(#)(n=3)
(ﾌﾞﾗｼﾞﾙｸﾞｱﾊﾞ)】

マンゴー 0.7 0.7 0.7 ｱﾒﾘｶ 【米国ﾊﾟﾊﾟｲﾔ参照】

パッションフルーツ 0.05 0.05 0.05 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ
【<0.05(#)(n=6)

(ﾌﾞﾗｼﾞﾙﾊﾟｯｼｮﾝﾌﾙｰﾂ)】

その他の果実 0.7 0.7 0.02

綿実 0.05 0.05 0.05 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ 【<0.05(n=6)(ﾌﾞﾗｼﾞﾙ綿実)】

ぎんなん 0.02 0.02 0.02

くり 0.04 0.04 0.02 0.04 ｱﾒﾘｶ
【米国ﾍﾟｶﾝ,ｱｰﾓﾝﾄﾞ,

ﾋﾟｽﾀﾁｵ参照】

ペカン 0.04 0.04 0.02 0.04 ｱﾒﾘｶ
【<0.02(#)(n=15)

(米国ﾍﾟｶﾝ)】

アーモンド 0.04 0.04 0.02 0.04 ｱﾒﾘｶ 【<0.02(n=6)(米国ｱｰﾓﾝﾄﾞ)】

くるみ 0.04 0.04 0.02 0.04 ｱﾒﾘｶ
【米国ﾍﾟｶﾝ,ｱｰﾓﾝﾄﾞ,

ﾋﾟｽﾀﾁｵ参照】

その他のナッツ類 0.04 0.04 0.02 0.04 ｱﾒﾘｶ 【<0.01(n=6)(米国ﾋﾟｽﾀﾁｵ)】

茶 5 5 ○ 2.25, 1.46(荒茶) / 0.78(荒茶)

コーヒー豆 0.05 0.05 0.05 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ
【<0.05(#)(n=4)

(ﾌﾞﾗｼﾞﾙｺｰﾋｰ豆)】

ホップ 40 40 40

その他のスパイス 4 3.5 【米国ｾﾛﾘ参照】

その他のハーブ 4 3.5 【米国ｾﾛﾘ参照】



農薬名 トリフロキシストロビン （別紙２）

参考基準値
基準値 基準値 登録 国際 外国 作物残留試験成績等

食品名 案 現行 有無 基準 基準値
ppm ppm ppm ppm ppm

牛の筋肉 0.05 0.05 0.05
豚の筋肉 0.05 0.05 0.05
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.05 0.05 0.05

牛の脂肪 0.05 0.05 0.05
豚の脂肪 0.05 0.05 0.05
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.05 0.05 0.05

牛の肝臓 0.05 0.05 0.05
豚の肝臓 0.05 0.05 0.05
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.05 0.05 0.05

牛の腎臓 0.04 0.04 0.04
豚の腎臓 0.04 0.04 0.04
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.04 0.04 0.04

牛の食用部分 0.05 0.05 0.05
豚の食用部分 0.05 0.05 0.05
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.05 0.05 0.05

乳 0.02 0.02 0.02

鶏の筋肉 0.04 0.04 0.04
その他の家きんの筋肉 0.04 0.04 0.04

鶏の脂肪 0.04 0.04 0.04
その他の家きんの脂肪 0.04 0.04 0.04

鶏の肝臓 0.04 0.04 0.04
その他の家きんの肝臓 0.04 0.04 0.04

鶏の腎臓 0.04 0.04 0.04
その他の家きんの腎臓 0.04 0.04 0.04

鶏の食用部分 0.04 0.04 0.04
その他の家きんの食用部分 0.04 0.04 0.04

鶏の卵 0.04 0.04 0.04
その他の家きんの卵 0.04 0.04 0.04

魚介類 0.03 申 推：0.024

精米 0.9※ 0.9 ※
米ぬか 7 7 7
小麦ふすま 0.5 0.5 0.5
干しぶどう 5 5 5

「作物残留試験」欄に「推」の記載のあるものは、推定残留量であることを示している。

本基準（暫定基準以外の基準）を見直す基準値案については、太枠腺で囲んで示した。

(#)これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。

($)これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。

　また、同様に、米ぬかへの加工係数が1.4と設定されており、これに基づきCodex基準として「米ぬか」に7ppmの基準値が設定され
ていること、及び、米の基準値設定のための試験データより、精米と米ぬかの重量比が88％：12％と算出されたことから、「米（玄
米）」の基準値として2ppmを設定することとした。〔精米（0.9 mg/kg×88％）＋米ぬか（7 mg/kg×12％）≒1.64 mg/kg〕

※ 「米」の基準値について；
　Codex基準における「Rice」及び米国基準における「Rice, grain」については、「籾米」に対する基準値であり、我が国における「玄
米」に相当する食品への基準は設定されていない。ただし、2004年のJMPRによる評価において、精米への加工係数が0.18と設定
されているため、本剤については、籾米のCodex基準である5ppmに加工係数0.18を乗じ、「精米」の基準値として0.9ppmを設定す
ることとした。



（別紙３）

食品名
基準値案
(ppm)

国民平均
TMDI

幼小児
(1～6歳)
TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上）
TMDI

米（玄米をいう。） 2 370.2 195.4 279.4 377.6

小麦 0.2 23.4 16.5 24.7 16.7
大麦 0.5 3.0 0.1 0.2 1.8
ライ麦 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
とうもろこし 0.05 0.1 0.2 0.1 0.0
その他の穀類 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0

大豆 0.08 4.5 2.7 3.6 4.7
らっかせい 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0

ばれいしょ 0.04 1.5 0.9 1.6 1.1

てんさい 0.05 0.2 0.2 0.2 0.2

だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.1 4.5 1.9 2.9 5.9
かぶ類の根 0.1 0.3 0.1 0.1 0.4
西洋わさび 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0
はくさい 0.5 14.7 5.2 11.0 15.9
キャベツ 0.5 11.4 4.9 11.5 10.0
芽キャベツ 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0
カリフラワー 0.5 0.2 0.1 0.1 0.2
ブロッコリー 0.5 2.3 1.4 2.4 2.1

ごぼう 0.1 0.5 0.2 0.2 0.5
サルシフィー 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のきく科野菜 4 1.6 0.4 2.0 2.8

ねぎ（リーキを含む。） 0.7 7.9 3.2 5.7 9.5
にんにく 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
アスパラガス 0.07 0.1 0.0 0.0 0.0

にんじん 0.1 2.5 1.6 2.5 2.2
パースニップ 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0
セロリ 4 1.6 0.4 1.2 1.6
その他のせり科野菜 4 0.4 0.4 0.4 1.2

トマト 0.7 17.0 11.8 17.2 13.2
ピーマン 0.5 2.2 1.0 1.0 1.9
なす 0.5 2.0 0.5 1.7 2.9
その他のなす科野菜 2 0.4 0.2 0.2 0.6

きゅうり（ガーキンを含む。） 0.7 11.4 5.7 7.1 11.6
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 2.8 1.7 2.1 3.5
しろうり 0.3 0.1 0.0 0.0 0.2
すいか 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0
メロン類果実 0.3 0.1 0.1 0.03 0.1
まくわうり 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のうり科野菜 0.3 0.2 0.0 0.7 0.2

未成熟いんげん 0.5 1.0 0.6 0.9 0.9
えだまめ 0.08 0.0 0.0 0.0 0.0

その他の野菜 4 50.4 38.8 38.4 48.8

なつみかんの果実全体 0.5 0.1 0.1 0.1 0.1
レモン 0.5 0.2 0.1 0.2 0.2
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.5 0.2 0.3 0.4 0.1
グレープフルーツ 0.5 0.6 0.2 1.1 0.4
ライム 0.5 0.1 0.1 0.1 0.1
その他のかんきつ類果実 0.5 0.2 0.1 0.1 0.3

りんご 3 105.9 108.6 90.0 106.8
日本なし 5 25.5 22.0 26.5 25.5
西洋なし 5 0.50 0.50 0.50 0.50
マルメロ 0.7 0.1 0.1 0.1 0.1
びわ 0.7 0.1 0.1 0.1 0.1

もも 0.2 0.1 0.1 0.8 0.0
ネクタリン 3 0.3 0.3 0.3 0.3
あんず（アプリコットを含む。） 5 0.5 0.5 0.5 0.5
すもも（プルーンを含む。） 3 0.6 0.3 4.2 0.6
うめ 5 5.5 1.5 7.0 8.0
おうとう（チェリーを含む。） 3 0.3 0.3 0.3 0.3

いちご 0.2 0.1 0.1 0.0 0.0

ぶどう 5 29.0 22.0 8.0 19.0
かき 1 31.4 8.0 21.5 49.6

トリフロキシストロビン推定摂取量 （単位：μg／人／day)



食品名
基準値案
(ppm)

国民平均
TMDI

幼小児
(1～6歳)
TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上）
TMDI

バナナ 0.5 6.3 5.7 4.4 8.9
キウィー 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
パパイヤ 0.7 0.1 0.1 0.1 0.1
グアバ 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
マンゴー 0.7 0.1 0.1 0.1 0.1
パッションフルーツ 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0

その他の果実 0.7 2.7 4.1 1.0 1.2

綿実 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0

ぎんなん 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
くり 0.04 0.0 0.1 0.0 0.0
ペカン 0.04 0.0 0.0 0.0 0.0
アーモンド 0.04 0.0 0.0 0.0 0.0
くるみ 0.04 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のナッツ類 0.04 0.0 0.0 0.0 0.0

茶 5 15.0 7.0 17.5 21.5
コーヒー豆 0.05 0.1 0.0 0.1 0.1
ホップ 40 4.0 4.0 4.0 4.0

その他のスパイス 4 0.4 0.4 0.4 0.4
その他のハーブ 4 0.4 0.4 0.4 0.4

陸棲哺乳類の肉類 0.05 2.9 1.6 3.0 2.9
陸棲哺乳類の乳類 0.02 2.9 3.9 3.7 2.9
家禽の肉類 0.04 0.8 0.7 0.6 0.8
家禽の卵類 0.04 1.6 1.2 1.6 1.6
魚介類 0.03 2.8 1.3 2.8 2.8

計 779.5 491.8 620.1 798.2
ADI比（％） 29.3 62.3 22.3 29.5

TMDI：理論最大1日摂取量（Theoretical Maximum Daily Intake)

高齢者については畜水産物の摂取量データがないため、妊婦については家きんの卵類及び水産物の摂
取量データがないため、国民平均の摂取量を参考とした。
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